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2014 現職 女 小学校 28
Ｂ 児童生
徒支援
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Ａさん Ｂさん Ｃさん Ｄさん Ｅさん
児童生徒支援
Ａ．個に応じて指導する能力 ○ ○ ○ ○
Ｂ．集団を指導する能力 ○
Ｃ．適切に児童生徒の実態把握をする能力 ○ ○
Ｄ．理論的な裏づけをもった指導能力 ○ ○ ○
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（注）
＊１　大学院入学以前の実践についても話を伺った。そのため
大学院に関わる聞き取り時間は、学校運営コースの二人よ
り少なくなった。
＊２　一連の発言ではないが、関連の強い内容を語った場合に
は、このように話者を続けて記す形で示す。
＊３　2017年度の１学期だけで13人が転入し７人が転出した。
185群馬大学教職大学院の修了生への調査からみられる教職大学院の成果と改善点の検討 Ⅳ
＊４　下図のように、文を書く行と行間を同じ幅にして、推敲
をしやすくした。
＊５　「校内研修支援お品書き」は、教職大学院の専任ならび
に客員教員全員について、どういうテーマで校内研修に協
力できるかを整理した一覧表である。これを課題解決実習
の実習校（現職院生の勤務校とストレートマスターが実習
を行う連携協力校）に配布している。例えば佐藤と実務家
教員のペアは、2008年度から2017年度までに22名の院生を
指導し、うち８名の課題解決実習で、学力向上に関わる校
内研修に協力したり、児童生徒や保護者向けに特設の授業
を担当するなどした。
＊６　今回の調査に協力してくれたＤさんからは、2018年４月
に校内研修の依頼があった。他にも、校内研修への協力を
毎年継続して依頼してくる修了生もいる。
＊７　原田・加藤・原田（2013）は架空の生徒指導事例を提示
して対応を問い、一般の教員に比べると教職大学院修了
生の方が（１）対応のバリエーションが多く、（２）対応
が具体的で、（３）対応同士の関連性が強いことを見出し
た。また川俣（2018）は、院生の「まなびほぐし」（これ
まで身につけた知識や考え方を問い直し解体し組み替える
こと）を目指して「生徒指導・教育相談」の授業を実施
し、その前後で「不合理な信念」（～～ねばならないとい
う強迫的傾向）が低下したことを報告している。これらの
手法を用いると、教職大学院の入学時点と修了時点での比
較も可能になる。
本研究はJSPS科研費17K04342の助成を受けたものである。
 （さとう　こういち・しんどう　けい）

